ウサギ ニ オケル scaffold free cartilage like construct ヲ モチイタ ナンコツ ケッソン ト コツ ナンコツ ケッソン ノ シュウフク ヒカク by 尾田 和広
Comparison of repair between cartilage and










ウサギ ニ オケル scaffold free cartilage like
construct ヲ モチイタ ナンコツ ケッソン ト コ
ツ ナンコツ ケッソン ノ シュウフク ヒカク
URL http://hdl.handle.net/10422/7654
氏 名 尾田 和広
学 位 の 種 類 博 士 （医 学）
学 位 記 番 号 博 士 乙 第 ４０６ 号
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第２項該当
学 位 授 与 年 月 日 平成２６年 ９月１０日
学 位 論 文 題 目 Comparison of repair between cartilage and osteocartilage defect in rabbits using
similarly manipulated scaffold-free cartilage-like construct
（ウサギにおける scaffold-free cartilage-like construct を用いた軟
骨欠損と骨軟骨欠損の修復比較）
審 査 委 員 主査 教授 清水 猛史
副査 教授 小島 秀人

































(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
ウサギ軟骨細胞よりscaffold-free cartilage-like construct (以下SFC)を作製し、 SFCの)'D
vitroでの軟骨様移植組織としての適正と、血vI印で軟骨欠損(浅い欠損)および骨軟骨欠損
(深い欠損)修復へ適応した際の有用性について検討を行い、以下の点を明らかにした。
i.高濃度培養で作製したSFCの染色性は、関節軟骨(硝子軟骨)と同様の染色性を示した。
しかし、組織構造は、本来の軟骨基質が豊富なLJg状構造とは違い、ぴまん性に細胞が密
な構造を示した。また、 SFC表層のフイプロネタチン(接着因子)の強い発現が、移植
した際のSFCの早期脱落を防ぐと考えられた。
2. SFCを用いることにより、一般に修復一されにくいとされる軟骨欠損において.良好な修
復を認めた。一方、修復されやすいと考えられる骨軟骨欠損では、 SPCは早期に哨失し
てしまい,自然修復と変わらない経過を示した。
3.修復組織の機能的評価がないこと、骨軟骨欠損でSFCが消失した原因の解明、さらに同
種移植ではなく自家移植を行った場合はどのような結果が得られるか、などの検討訳題
が残った。
本論文は、修復されにくい軟骨欠損において、 SFCにより良好な修復状態が得られることを
示した点で、新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け
合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
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